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〈体育〉 

表現力を高める体育の授業づくり 

―ファシリテーションを取り入れた水泳運動指導を通して（第４学年）― 

 

石垣市立登野城小学校教諭 伊 藤 真 哲    

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

近年では、社会構造が急速に変化しており、予測が困難な時代となっている。学校教育には、その

ような変化にも積極的に向き合い、様々な情報を見極め、知識を獲得することや、仲間と協働して課

題を解決したりすることができるような教育が求められている。 

『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 体育編』（以下『解説体育編』）では、体育学習の成

果として「運動やスポーツが好きな児童の割合が高まったことや体力の低下傾向に歯止めがかかった

こと」が挙げられている。その一方、「習得した知識及び技能を活用して課題解決することや，学習し

たことを相手に分かりやすく伝えること等に課題があること」が示されている。 

 本校の児童の実態を見ても、校内に運動を楽しく行うための場の常設や、一校一運動の取り組み、

体育便りの発行等の実践により、運動が好きな児童の増加はみられるが、体育の学習において、児童

が、技ができるようになるために思考したり、練習の仕方を工夫したり、それらの考えを伝えたりす

る力に課題が見られる。そこで、前時の課題の振り返りを意識させることで、中学年では本時のめあ

てについて自己の課題にあったものを設定することができるようになってきている。しかし、課題解

決のための方法を友達と話し合ったり振り返りに記述したりすることまで至っていない。 

また、自分自身の指導を振り返ると、新しい技への習得につながる感覚を磨く場（コーディネーシ

ョン運動の場）を設定したり、自己の技の出来栄えや課題を確認する場（ＩＣＴの活用）を設定した

りして技能の習得や思考力、判断力を育む指導の工夫を行ってきた。しかし、自己の課題について思

考し判断したことを言葉や文章、動作等で表したり友達や教師に伝えたりする力である表現力を育む

ことに課題があった。特に水泳運動においては、県の泳力調査で泳ぐことができる児童の目標値を下

回っているため、泳法や息継ぎの仕方等に重点を置き、話し合い活動等が十分に行われていない現状

がある。 

 『解説体育編』の各学年の目標では、表現力の育成について「考えたことを他者に伝える力を養う」

と示されている。「考えたこと」とは、課題解決のために集めた情報や得た知識を基に自分の考えをま

とめ解決へとつないでいく思考力や、その過程で試行したことを選択したり、組み合わせたりする判

断力のことであると考える。表現力を高めるには、必然的に思考力、判断力の高まりが求められる。  

そこで本研究では、思考力、判断力を高める指導の工夫を行いながら、「表現力」の育成に重点を置

いて授業づくりを進めていきたい。「表現力」を高めるために、ファシリテーションを取り入れて指導

していく。教師がファシリテーターとして対話活動を活性化させ、児童の考えや意見を引き出し、可

視化していく。そして、児童の思考や考えをつなぐ対話を引き出し、課題把握や解決のための方法を

思考し判断する場を作るとともに、伝え合う中で表現力を高めることができると考える。ファシリテ

ーターとしての教師の声かけを体育科の学習に取り入れ、児童が得た知識や思考、判断した考えを表

現する際に、児童の思考をつないだり、新たな考えを引き出したりする指導の工夫を行えば、児童の

表現力を高めることができるのではないかと考え、本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

水泳運動で、自己の記録への挑戦の仕方や課題解決の方法について考える場において、ファシリテ

ーションを取り入れて児童の発表やつぶやきをつないでいくことで、児童の思考が整理され表現力の

高まりがみられるであろう。 



Ⅱ 研究内容 

１ 体育科における表現力とは 

(1) 体育科における表現力とは 

体育科の「思考力，判断力，表現力等」における目標は、「自己の課題発見」「課題解決に向

けて思考及び判断」「他者に伝える」の３点である。『解説体育編』では、「情報を捉えて多角的

に精査したり，課題を見出し他者と協働しながら解決したり，自分の考えを形成し伝え合った

り，思いや考えを基に創造したりするために必要な資質・能力」と示されている。 

思考力，判断力とは、自己の課題に応じて、運動の行い方や練習の仕方などを選んだり、応

用したりする力であり、「運動の行い方や練習の仕方を選ぶ」ためには、運動の理解や基礎的な

動きができるという「知識及び技能」の習得が必要である。 

表現力とは、自己の課題について、思考し判断したことを、言葉や文章および動作などで表

したり仲間や教師などに理由を添えて伝えたりすることである。したがって、児童が表現する

ためには、思考し判断したことがなければならず、表現力を育成するためには必然的に思考力，

判断力の育成が求められる。 

(2) 表現力を見取る手立てとその高まりの捉えについて 

本研究では、表現力とその高まりを見取るために３つの方法を取り入れる（表１）。 

１つ目に、児童自身が、体育の授

業において考えたことを友達に伝

える活動やワークシートに書く活

動についてどのように捉えている

かをアンケート調査にて見取る（表

１ア）。アンケートは同一のものを

実施し、各資質・能力と対応した質

問項目ごとに、集計、比較し、全体

数における児童の肯定的な回答数

の増加を高まりと捉える。また、児童個々での変容も比較し、肯定的な回答内でも増加が見ら

れる場合は高まりと捉える。 

２つ目の毎授業に実施する振り返りアンケート（表１イ）は、八重山地区小学校体育研究会

で取り組んできた指導と評価の一体化を図った実践の一つである。観点別の質問項目に対し、

児童の回答を点数化しグラフ化することで、毎授業で児童の学習状況の捉えや変容を分析し、

授業改善に生かしている。時間ごとに重点化する評価項目が異なったり、児童の試行錯誤があ

ったりするため、毎時間のグラフの比較では増加や減少・停滞を繰り返すと考えられる。そこ

で、1 時間ごとや検証授業直後の高まりを見取るのではなく、単元を通しての変容及び高まっ

た際の分析及び考察をしていく。 

３つ目に、観点別学習状況の評価を活用する。「思考・判断・表現」のうち「表現」にあたる

評価規準では、「考えたことを友達に伝える」ことができているかを見取る必要があり、観察及

びワークシートによる記述（表１ウ）をもとに評価する。対話活動では、全体交流の場であれ

ば教師が見取ることもできるがペアやグループによる活動場面では、児童の言葉や動作を見落

とす場合がある。発言や動作のみでは手元に記載が残らないため評価が曖昧なものになる可能

性もあるので、教師または児童による書き出しを残す必要がある。その際はワークシートの他

に、付箋紙やホワイトボード、電子黒板等のＩＣＴを活用する。また、振り返りのワークシー

トにも記述させることで、文章で伝える力を見取っていく。教師による観点別学習状況の評価

は、「十分満足できる（Ａ）」、「おおむね満足できる（Ｂ）」、「努力を要する（Ｃ）」の３段階に

区別し評価される。本研究では、「十分満足できる」児童の増加が資質・能力が高まっていると

捉えることとする。評価基準では、「十分満足できる」と「おおむね満足できる」状況の違いを

表１ 資質・能力を見取る方法と計画 

 評価方法 評価物 実施時期 評価者 

ア 検証前後アンケート 
アンケート 
(Forms 及び紙面 ) 

５月初旬 

児童 
７月中旬 

イ 振り返りアンケート 
アンケート 
(Forms) 

毎授業後 

ウ 
観点別学習状況

の評価 

観察 
児童の発言・動作 
ホワイトボード 

ＩＣＴ 
毎授業中 

教師 

ワーク 

シート 

ワークシート 
（記述欄） 

毎授業後 



明確にし、目指す児童の姿を具体的に示す。高田ら（2022）は、体育科の内容のまとまりごと

の評価基準の作成にあたり「十分満足できる」設定例及び「おおむね満足できる」設定例を表

している。各内容によって、差異はあるものの、「十分満足できる」設定例には、「具体的に」

「適切に」「積極的に」などの文言が加えられていることを参考にし、評価基準を作成した（表

２）。 
表２ 本研究における「表現」の評価基準と具体例（水泳学習） 

友達や教師に伝える 

 Ａ Ｂ Ｃに対する手立て 

評
価
基
準 

友達のよい動きや動きのポイントを言葉や動作
で具体的に伝えたり、いろいろな泳ぎ方やもぐ
り方、浮き方を分かりやすい表現で紹介したり、
よい動きを積極的にまねしたりしている。 

友達のよい動きや動きのポイント
を言葉や動作で伝えたり、いろいろ
な泳ぎ方やもぐり方、浮き方を紹介
したり、よい動きをまねしたりして
いる。 

バディや友達の動き
を観察させ、気付いた
ことやまねしたいと
ころを引き出したり、
距離や時間、回数など
の具体的な自己の目
標を決めて伝えさえ
たりすることができ
るよう支援する。 

具
体
例 

・〇〇さんは、け伸びの時に、頭を入れて水中を
見ているから、まっすぐできれいです。 

・息継ぎの後は、ひざとつま先も伸ばして、体が
まっすぐになるようにする。 

・〇〇さんはけ伸びがまっすぐでき
れいです。 

・息継ぎの後は、け伸びのしせいを
意識する。 

２ 教育におけるファシリテーション能力 

(1) ファシリテーションとは 

ファシリテーションは、学校教育のみならず、学術、ビジネス、政治など様々な分野で応用

されており、その定義も多様である。語源はラテン語の「facile（ファシル）」からきており、

「促進する、円滑にする、容易にする」と訳される。本研究では、ファシリテーションについ

て、武田正則（2011）の「人々の活動が容易にできるよう支援し、うまく事が運ぶように舵取

りすること。集団による問題解決、アイデア創造、合意形成、教育・学習、変革、自己表現、

成長など、あらゆる知識創造活動を支援し、促進していく働き」という捉えのもと進めていく。 

(2) 授業におけるファシリテーション能力と教師のファシリテーターとしての役割 

石川一喜（2015）は、フ

ァシリテーターのいる学

びの場として、学習プロ

グラムの基本パターンと

５つのステージがあると

述べている（図２）。 

ファシリテーションに

おける学習活動は「アク

ティビティ」と呼ばれ、ロ

ールプレイやディスカッ

ションなど様々な形態が

ある。本研究では、表３の

３つを活用していく。教師がファシリテーターとして、これらのアクティビティを取り入れな

がら、児童の意見や考え、つぶやきを児童同士の対話を通して引き出し、行動を促していくた

めには、どのような声か

けをするかが重要であ

る。必ず「正解」を引き

出すのではなく、児童の

答えがどのような意味

を持っているか教師が

汲み取り、声かけをする

ことで他の児童の考え

や意見とつないだり新

たな考えを引き出した

表３ ファシリテーションにおけるアクティビティ 
 ア クテ ィビ ティ 名 手法 期待される効果 

① フォトランゲージ 
写真や絵などを用い、そこに潜んでい
る情報を多角的に読み取る。 

・技能のポイントに気付く。  
・課題を捉えたり、

手本との違いに気
付いたりする。 

② イメージマップ  

一つのテーマから、そこに関連するキ
ーワードをいくつも挙げてつなげてい
く。それぞれのつながりから関係性や
全体像を把握していく。 

・課題の共有。 
・多様な視点から課

題解決の方法に気
付く。 

③ シミュレーション 

どんな方法であれば解決できるのか、
想像し想定してみる。解決した状況を
シミュレーションすることで、今から
どうすれば解決に向けて行動できるの
かが、イメージされやすくなる。 

・課題解決に向けて
意欲の向上。 

学習プログラムの基本パターン 

 

 ５つのステージ 
 

      

 つかみ(動機付け) 
・場づくり 
・アイスブレイク  

  問題の共有 
〇前提条件となる情報や問題の共有 
〇児童同士の温度差を取り除く 

 

      

 本体(アクティビティ) 
・引き出す～聴く  

(傾聴する) 
・発言をつなぐ～もどす 

(深める) 
・議論の構造化 

(整理する) 
・対立の解消(対話する) 

  拡散 
〇多くの意見が出される場面 
〇様々な視点から意見を出させ、気づき・学びの可能性を広げておく 
 
混沌 
〇様々な意見が出ることで、行き詰まって停滞したり、対立がおこったりする  
 
収束 
〇意見や議論を構造化して「見える化」し、その地点での到達点を整理確認 

 

      

 

ふりかえる 
・発展的にまとめる 

  気づきの共有 
〇得た気づきや学びを共有 
〇自身の気づきと他者の気づきが共有される中で、新たな気づきや課題が見えてくる  

 

      

       

 図２ ファシリテーターが介在する学びの場 



りしていくファシリテーターとしての視点が大切になってくる。土屋武志（2011）が、社会科

学習における「対話を引き出す教師の声かけ」を例示している。吉岡正憲（2022）は体育にお

ける発問のカテゴリーを設定しており、これらを参考に小学校体育における対話を引き出す教

師の声かけを表４に示した。本研究では、アクティビティを活用する際にこの視点を意識する

ことで、発問が焦点化され、児童の対話が活性化されると考える。 

また、対話において引き出された言葉を、聴覚だけでなく視覚でも捉えられるようにするた

めにファシリテーション・グラフィック（以下ＦＧ）を活用する。ＦＧは、児童の言葉や考え

を可能な限りそのまま示したり、意見同士の関係性を図式化したりして、学習者目線で示して

いく。板書とは異なり、事前にどこに何を書くか計画されたものではなく、ゴール（まとめ）

に向かっていくものではない。ＦＧは児童の気づきや深まりを促すものである（図３）。各ア

クティビティを行う際にＦＧを活用するが、イメージマップでは、ＦＧの視覚化された児童の

意見や考えをつないでいくため、併せて活用することになる。 

本研究では、ファシリテーションを体育科の学習に取り入れることで、児童の思考をつない

だり、新たな考えを引き出したりすることができ、思考し判断したことを、言葉や文章および

動作などで表したり伝えたりする表現力を育むことができると考える（図４～図６）。 

表４ 対話を引き出す教師の声かけ 

カテゴリー／内容 具体例 カテゴリー／内容 具体例 

a 課題発見・解決的 「何ができるようになりたいのですか。」  
「どんな課題があるでしょうか。」 
「課題を解決するにはどうしたらよいでしょうか。」 
「どうすれば、できるようになりますか。」  
「どんな練習が必要ですか。」 

d 創意的・問題解決的 「どんな工夫が考えられますか。」 
「次はどのようにしたらよいでしょうか。」  
「友達に教えるとしたらどのように教えますか。」  
「どんな結果になると思いますか。」  

自分やチームの課題な
どの発見、課題の解決
方法などを問う発問 

子どもが考えた運動の
工夫や問題の解決方法
を問う発問 

b 回顧的 
「今、わかっていることは何ですか。」 
「どんなコツやポイントがありましたか。」 
「どんな工夫ができましたか。」 

e 価値的 
「運動の楽しさって何ですか。」 
「すばやく準備するためにはどうしたらよいでしょう。」  
「何を学びましたか。」 
「この運動ができるようになったら、どうなりますか。」  

既知・既習事項を想起
させる発問、授業中に
ついて振り返る発問 

運動やスポーツの価値
や態度的な価値、学習
に対する主体的な態度
決定について問う発問 

c 分析的 

「どんなコツやポイントがあるでしょうか。」 
「どちらの動きがよいと思いますか。」  
「上手な人のよいところは何でしょうか。」  

f 補助的 「それは、どんな動きですか。」 
「なぜですか。」 
「例えばどういうことですか。」 
「他にどのような見方（考え方）がありますか。」  
「今の意見に付け加えることはありませんか。」 
「キーワードを使ってまとめましょう。」  
「今までの話をまとめるとどうなりますか。」 

技術的な課題に関する
分析を問う発問 

子どもの回答を受け
て、子どもの思考の行
き詰まりを助けたり、
子どもの考えをさらに
引き出したりする発問 

フォトランゲージ 

教師  

 

・写真や図、動画から
の気づき  
・課題の把握 児童 

児童  

児童 

児童 

声
か
け 

考
え 

を共有 
課題 
考え 

 

図４ 指導のイメージ（フォトランゲージ） 

引き出す  

教師  

 

児童 

児童 

児童 

児童 

 

図５ 指導のイメージ（イメージマップ） 

・児童の声をつなぎ、
課題解決を促す。  

 

ひろう  

 

考
え 

意
見 

・関係性や全体
像を学ぶ  

シミュレーション 教師  

 

児童 児童 

児童 

声
か
け 

できる自分
を想像 

図６ 指導のイメージ（シミュレーション） 

・課題解決の姿
を想像し想定  

何 に 注 意 し た
り、どんな動作
をしたりすれば、
課題解決につな
がるか意識させ
る 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

教師  

 

児童 

児童 

児童 

発言や感情 

図３ 指導のイメージ（ＦＧ） 

・視覚化されることで
気づきが深まる。 

・振り返りの際の視点
となる。 

児童の発言や感情などを書
き記し、図式化していく。 
ゴールに向かって誘導するも
のではない。 



３ 水泳学習について 

『解説体育編』では、「物理的な特性（浮力，水圧，抗力，揚力など）を生かし，浮く，呼吸す

る，進むなどの課題を達成し，水に親しむ楽しさや喜びを味わうことのできる運動」と示されて

いる。 

陸上とは違い、水中を動き回ったり、もぐったりする心地よさ、泳ぐ距離や浮いている時間な

ど記録の更新や達成による楽しさや喜びに触れたり味わったりすることができる運動である。 

「泳げる」「泳げない」がはっきりした運動であることから、「できなかったこと」が「できる」

ようになる楽しさや喜びを味わうことができる運動である。 

 

Ⅲ 指導の実際 

１ 単元名「水泳運動」 スイスイ泳ごう！

２ 単元の目標 

いろいろな浮き方やもぐり方，簡単なクロールや平泳ぎをする。 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 
浮いて進む運動の行い方を知るとともに，

け伸びや初歩的な動きをすることができるよ
うにする。 
もぐる・浮く運動の行い方を知るとともに，

呼吸を調整しながらいろいろなもぐり方をし
たり，背浮きの姿勢で浮いたり，簡単な浮き
沈みをしたりすることができるようにする。 

自己の能力に適した課題を見
付け，水の中での動きを身に付け
るための活動を工夫するととも
に，考えたことを友達に伝えるこ
とができるようにする。 

浮いて進む運動やもぐる・浮く運動
に進んで取り組み，きまりを守り，誰
とでも仲よく運動をしたり，友達の考
えを認めたり，水泳運動の心得を守っ
て安全に気を付けたりすることがで
きるようにする。 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①浮いて進む運動やもぐる・浮く運動の行い
方について，言ったりワークシートに書い
たりしている。 

②け伸びや初歩的な泳ぎをすることができ
る。 

③呼吸を調整しながら、いろいろなもぐり方
や浮き方ができる。 

①進んだ距離やできた回数を確
かめて自己の課題を見付けた
り，課題に適した練習を選んだ
りしている。 

②課題の解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。 

①運動に進んで取り組み，きまりを守
り誰とでも仲よく励まし合おうと
している。 

②友達の考えを認めようとしている。 
③水泳運動の心得を守って安全に気
をつけている。 

４ 単元の指導計画と評価計画 
時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
0 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
45 

オリエンテーション 
・安全の約束の確認 
・学習の進め方確認 
・準備運動 
・バディ確認 
・入水確認 
 

 

泳力調査 
(県依頼） 

知識・技能  
① 
観察  

③ 
観察  

② 
観察   

 

思考・判断・表現   
① 

観察・ワークシート     
② 

観察・ワークシート 
 

態度 ① 
観察 

   ③ 
観察 

 ② 
観察 

  

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

主に活用する 
アクティビティ  フォトランゲージ 

フォトランゲージ 
イメージマップ 

フォトランゲージ 
シミュレーション 

フォトランゲージ 
シミュレーション 

フォトランゲージ 
イメージマップ 

フォトランゲージ 
シミュレーション 

フォトランゲージ 
イメージマップ 

 

対話を引き出す  
教師の声かけ 

a a f c d a f c f c d a c f d f 

５ 本時のねらい 

(1) 単元のねらい 

ねらい１・・・色々な浮き方やもぐり方に取り組んだり、友達と一緒に浮いたりもぐったりする。 

ねらい２・・・簡単なクロールや平泳ぎ等できそうな泳ぎ方に、練習方法や場を選んで挑戦する。 

準備運動→シャワー→バディ確認 

 

・連続ボビング 
・だるま浮き 
・手つなぎ浮き 
・伏し浮きから背浮き 
・股くぐり 
・床で腹ばい 

もぐる・浮く運動 

課題解決に向けた対話活動（ＦＧの活用）  
（７～１０分） 

・け伸び 
・ばた足 
・かえる足 
・簡単なクロール 
・簡単な平泳ぎ  

浮いて進む運動 

整理運動→シャワー→着替え→振り返り 



(2) 本時の展開 

 
学習活動 

評価方法(見取り方）（■） 

及び教師の支援（☆） 

ファシリテーション 

「声かけ」 

（表４参照） 

 

導 

 

入 

 

 
１ めあて 
 
 
 
２ ウォーミングアップ 
・準備運動 
・シャワー及びバディ確認 
・入水（コーディネーション運動） 

 
☆これまで学習で取り組んできた浮
いて進む方法（泳ぎ方）を確認す
る。 

 
 
☆教師を手本に準備運動 
 
☆状況に応じてバディを３人組にする。 
 
 
 
 
☆それぞれの浮き方、もぐり方ごと
に場を分かれさせ、バディやグル
ープを組み直させる。 

 
 
 
 
☆コースロープを準備し、場を設定
し直す。その際に、それぞれの練習
の場ごとに、児童のバディを組み
直させる。 

☆それぞれの場での児童の様子を撮
影し、児童が振り返ることができ
るようにする。 

 
 
 
 
☆児童の実際の映
像や手本動画を
見せる。 

 
 
 
☆児童の発言をホワイトボードに記す。 
 
☆児童の発言をつ
ないでいくこと
で、児童がそれ
ぞれの考えの関
係性や全体像を
つかめるように
する。 

 
■自分の課題を見付けたり、課題の

解決のための方法を考えたりして

いる。（発言） 

 
☆ＦＧを示しながら、どんなことを
意識して練習して成果があったこ
とや次時に生かしたいことなどを
確認する。 

☆振り返りの視点としてホワイトボ
ードを撮影し、児童に配布し振り
返りに生かせるようにする。 

 
「どんなポイン
トがありました
か。」(b) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォトランゲージ 
「どのようなと
ころが上手でし
ょうか。」(c) 
 
 
ＦＧ 
 
イメージマップ 
「今の意見はど
の泳ぎ方につい
てですか。」(f) 
「どうすればで
きるようになり
そうですか。」
(a) 
 
 
 
 
 
 
「どんな取り組
みができました
か」(a) 
「今日の気づき
をまとめるとど
うなりますか。」
(f) 

 
 
 
 
 
 

展 
 
 
 
 
 
 

開 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
３ いろいろな浮き方やもぐり方をやってみ
る。 

・自己の課題にあった浮き方・もぐり方に取り
組む。 
 

 
 
４ 浮いて進む運動に取り組む。 
・長く泳ぐコース、ビート板を使って泳ぐコー

ス、壁を使ったり、短い距離を泳いだりする
場に分かれてバディを組み直し練習する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
５ 対話活動 
・それぞれの泳ぎ方のポイントや気付きを伝え

合う。 
・どの泳ぎ方の時に意識するポイントであるか
や自分の課題解決について伝え合う。 

 
６ 課題解決に向けて、浮いて進む運動に取り
組む。 

・話し合ったことを意識して浮いて進む運動に
取り組む。 

 
終 
 

末 

 

７ まとめ 
・学習のまとめ 
・整理運動 
・シャワー 
 
※振り返りは着替え後に教室で実施。 

長く進むためのポイントを考え、伝え合おう。 

ねらい１・・・色々な浮き方やもぐり方に取り組んだり、友達と一緒に浮いたりもぐったりする。  

ねらい２・・・簡単なクロールや平泳ぎ等できそうな泳ぎ方に、練習方法や場を選んで挑戦する。 



Ⅳ 仮説の検証 

本研究では、「表現力を高める体育の授業づくり」を目指し授業づくりに取り組んだ。研究仮説に基づ

き、「ファシリテーション」が有効な手段であったかを検証する。ファシリテーションの効果、検証前後

アンケート、振り返り、点数化による自己評価の変容をもとに分析、考察していく。 

１ ファシリテーションの効果 

(1) アクティビティについて 

２時間目や４時間目には、浮き方・もぐり方、泳

ぎ方の手本動画を電子黒板で掲示しフォトランゲ

ージを活用した。第３時や第５時以降は、児童の実

際の写真や映像を掲示した（図７）。手本のフォトラ

ンゲージから得た知識がもととなり、自己（または

仲間）の動きのよさや課題、その解決策について意

見を引き出すことができた。 

児童の取り組む「浮く・もぐる技」や「浮いて進

む方法」についてカテゴリー分けした上で、それぞ

れを行うポイントや気づいたことを児童の発表やつ

ぶやきからＦＧに表した。その際に、「浮く・もぐる

運動」の意識することが「浮いて進む運動」につな

がるポイントであることを児童が気づき、ＦＧ上で

つなぎ合わせた。関係性について知識を深めたり、

新たな関係性を見つけようと思考したりしていた

ことがうかがえた。（図８） 

また、授業が発展するにつれて、ＦＧを児童が書

き記す姿も見られるようになった（図９）。このこと

からも、イメージマップが児童の思考力，判断力，表現力等の育成に有効であった。 

一方で、ＦＧは、児童の言葉を可能な限りそのまま表していくので、「見やすさ」を意識しない

とイメージマップでつなぎにくくなったり、わかりにくいつながりとなったりしてしまった。ＦＧ

を見やすく書くスキルを高める必要がある。 

シミュレーションの活用では、児童の課題解決の具体的な思考を促したり、意識するポイントを

判断したりそれを伝え合う上で有効であった。児童の気づきから、全体で「下を見る」というポイ

ントを共有した際に、「どうして下を見るのか。」と問いかけた。児童は「頭が出ないため」「浮き

やすいから」等、多様な意見を引き出すことができた。ある児童は「体がピンとなる」とつぶやい

たので、「ピンとはどういうことだと思いますか」と全体に投げかけた。そこで児童は「まっすぐ」

や「ふし浮き」等よい姿勢につながることに気づくことができた。 

 (2) 対話を引き出す教師の声かけについて 

表４における視点を持つことで、児童から

多様な意見を引き出すことができた。前時を

振り返る際にはｂを、フォトランゲージを活

用する際にはｃを意識することで、教師の一

方的な指導にならず、児童の考えや気づきを

引き出すことができた。 

また、イメージマップを活用する際にはｆ

を、シミュレーションではａやｄを意識する

ことで児童が友達の意見をつなげて考えた

り、自身の課題解決に向けて思考したりする

表５ 教師の声かけと児童の反応 
Ｔ：教師  Ｃ：児童 カテゴリー 

手本動画【ふしうき】を掲示    

Ｔ：この動画を見てどう思いますか。 

Ｃ：上手。 

Ｔ：どういうところが上手ですか。 
Ｃ：姿勢がまっすぐ。 

Ｃ：体が全部浮いている。 

Ｔ：まっすぐっていうと「きをつけ」の姿勢みたいにですか。 

Ｃ：ちがう。もっとピンと。 

Ｃ：手もまっすぐ。 
Ｔ：体が全部浮くっていうとお腹もですか。 

Ｃ：いや…足と肩とおしりと頭 

Ｃ：頭はここ（後頭部）だけだよ。 

Ｔ：頭の後ろが出るっていうことは、どこを見ているのでしょうか。 
Ｃ：下を見たらいい。 

 

b 

 

f 
 

 

f 

 

 
f 

 

 

d 

図９ ＦＧに書き記す児童 

 

図８ イメージマップ 



姿が見られた（表５）。対話を引き出す教師の声かけを意識することは、児童の思考力，判断力，

表現力等の育成に有効であった。 

２ 検証前後のアンケートの変容について 

「思考力，判断力，表現力等」に関連する質問項目の検証前後の比較を行った（図 10）。 

各項目において、最も肯定的な回答の割合の増加も見られた。このことから、児童自身が「思考力，

判断力，表現力等」が育まれていると実感できていると考えられ、ファシリテーションを取り入れる

ことは有効であった。 

一方で、「体育の学習で、チームや友達と話し合う時に、自分の意見を伝えていますか。」の項目に

おいては、最も肯定的な回答は増加が見られる（40％

→41％）ものの、肯定的な回答は減少している（87％

→82％）。検証前の時点で、児童の肯定的な回答は９

割近い。しかし、前学年時までのワークシート等を見

ると具体的な「自分の意見」は少ない。このことから、

検証前と検証後における「自分の意見」について児童

自身の捉えが深まったのではないかと考えられる。

「自分の意見」の捉えが深まったことで「伝えること

ができていない」と回答する児童が増えたものと考

える。また、ファシリテーションを取り入れた全体で

の対話活動に時間を取った分、ペアやグループでの

対話活動の時間が短縮されたことから、自身の意見

を伝えることができていないと考える児童が増えた

のではないかと考える。全体での対話活動において

も、多様な意見を引き出せるようにファシリテーシ

ョン力の向上を図るとともに、ペア・グループ・全体

でのそれぞれの対話活動における時間配分を、単元

を通して工夫する必要がある。 

３ 点数化による自己評価の変容 

毎授業後に実施した、児童の点数化に

よる自己評価の変容を考察した（図 11）。 

先行研究同様にグラフは増加や減少

を繰り返した。第２時に減少した要因と

して「浮き方・もぐり方」の知識や技能

の習得を試みる時間であったことが考

えられる。特に減少した「自分のめあて

を達成するために練習の場や方法を選

んでいる」は、技ができるようになるた

めのポイントがつかめていないので選

びようがなかったことが考えられる。続

く第３時では、フォトランゲージの活用

により技のポイントやコツをつかみ、イ

メージマップで解決方法について共有したことにより大きく増加したものと考えられる。 

また、第５時で大きく減少した要因としては、「浮く・もぐる運動」から「浮いて進む運動」へ活

動の中心が変わったことが考えられる。第５時では、シミュレーションを通して簡単なクロールや簡

単な平泳ぎについて、単元における児童自身の目標をつかませることができた。第７時では第２時同

様に知識・技能の習得を試行錯誤したために若干減少していた。第８時及び第９時では、ファシリテ

44
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図 10 アンケートの変容 Ｎ＝33 
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浮き方やもぐり方、進み方のポイントを理解し、自分や友
達の動きを比べてできるようになるために考えている。 

自分のめあてを達成するために、練習の場や方法を選ん
でいる。 

友達の浮き方やもぐり方、進み方を観察したり映像など
で気づいたりしたことなどを書いたり、伝えたりしてい
る。 



ーションを取り入れた対話活動を通して、児童が考えたことを伝え合ったり、得た知識をアドバイス

し合ったりしたことから、増加したものと考察する。 

以上のことから、水泳運動の学習において、本研究における手立てが、子どもたちの表現力を育むた

めに一定の効果があったと捉えることができる。 

４ 児童の変容について 

(1) 振り返りの記述の変容 

児童の毎時間後の振り返りの記述を前学年の３学期時と比較した。前学年時では、多くの児童が

「楽しかった」「〇〇ができた」等、単調な感想であった。同一児童の本検証の振り返りを見ると

「息を吐いてからもぐるとかんたん」「下を見ることを忘れてしまうので意識したい」等気づいた

ポイントや自己の課題を具体的に書くことができるようになっていた（図 12）。検証前後のアンケ

ートにおいて「体育の学習で、うまくなるためのコツやポイントをワークシートなどに書いていま

すか。」という項目の増加からも、児童自身が具体的に振り返りを書けるようになったことを自覚

していることがわかる（図 10）。対話活動から引き出された意見や言葉がより具体的であったこと

や、ＦＧによって視覚化されたことなど、ファシリテーションを取り入れたことが効果的であった

と考えられる。 

(2) 観点別評価 

前学年時の３学期の 1 単元の振り返りと検証単元とでの、「思考・判断・表現」を評価したもの

を比較した。前年度の「十分満足できる（Ａ）」の児童が「10％」であったのに対し、本検証にお

ける「十分満足でき

る（Ａ）」の児童は

63％であった（図

13）。本研究を通し

て、児童が具体的な

視点を持つように

なり、意識したこと

を詳しく書いて伝

える力を育むこと

ができた。 

(3) 発展的な児童の姿 

２時間目や４時間目は、児童が教え合う知識を獲得していな

いことからぎこちなかった児童同士の学び合いが、授業を進め

る中で「頭が出ている」等、具体的に伝え合う姿が見られるよう

になった（図 14）。また、水面だけでなく水中からも友達の動き
図 14 アドバイスする児童 

図 12 同一児童の振り返りの変容（左：前学年時 右：検証時） 

図 13 単元終了時の児童の振り返り 

頭が出ている 



を観察したりする姿も見られるようになった（図 15）。 

中には、平泳ぎの手のかき方やばた足のポイントについて等

を体育科特有の表現方法である動作で伝え合う様子も見られ

た（図 16）。 

さらに、けがで見学している児童も、友達の取り組む様子や

対話活動から学んだ気づきを、具体的にワークシートに記すこ

とができるようになった（図 17）。 

教師がファシリテーターとして児童の言葉や気づきを「引き

出す」ことで、児童が考えや気づきを共有し合うようになり、

友達の言葉を自分の知識として取り入れて、自信をもって友達

に伝えることができていたと

考えられる。表現力を高める

上で「教師が教える」よりも有

効的な手段であったと考えら

れる。ファシリテーションで

児童同士の意見を引き出した

りつなげたりすることで、表

現力の育成に有効であった。 

本研究では、ファシリテー

ターとしての教師の声かけを

体育科の学習に取り入れるこ

とで、児童の表現力を育むこ

とを目的としているが、今後

は児童がファシリテーターと

なって学習を進めていけるよ

うに指導工夫を図っていきた

いと考える。 

 

Ⅴ 成果と課題 

１ 成果 

(1) ファシリテーションを取り入れて指導することで、児童の気づきや意見が出やすくなったり、考

えを共有したりして自己の課題解決の方法を思考し、判断したり、それを伝え合う力を高めること

ができた。 

(2) ファシリテーションを取り入れた対話活動により、技のポイントや気づきを児童が具体的に捉

えられるようになり、振り返りの記述の質を向上させることができた。 

(3) ファシリテーションを取り入れた対話活動により表現力が高まったことから、児童同士の学び

合いが具体的な視点を持って行われるようになる等、協働的に学習する能力の高まりがみられた。 

２ 課題 

(1) 児童の考えや気づきを見やすくつなぐＦＧのスキルを高める必要がある。 

(2) 教師のファシリテーション力だけでなく、児童のファシリテーション力を育む指導の工夫を図

っていく。 

 

 

 

 

図 15 水中からバディを観察する児童 

図 16 ポイントを動作で伝え合う児童 

図 17 見学児童のワークシート 
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